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14議員が市政を問う一 般 質 問

問　メタバースとはインターネット上の仮想空
間のことで、今後多くの産業や分野での利用が
期待されるが、まちづくりへ活用する考えは。
答　導入自治体によって事業規模や必要経費、
対象者等が大きく異なり、各事例や特徴等につ
いて十分に情報収集を行う必要があることから、
今後の市ＤＸ推進ビジョンやアクションプラン
の見直しに合わせ、検討したいと考えています。

問　これまでのスポーツ合宿事業の取組実績は。
答　令和２年度から令和４年度まで、アネック
ススポーツランドを活用した助成事業を実施し
ましたが、新型コロナウイルス感染症の影響に
より、利用実績はありませんでした。
問　今後、やり方を変えるなど工夫し事業化へ
取り組む考えはないか。
答　利用する側のニーズに合っているか、施設
の優先利用による市民への影響など、様々な課
題があることから、必要に応じて先進事例など
の状況を調査研究したいと考えています。

問　青の煌（きら）めきあおもり国スポ・障ス
ポの進捗状況は。
答　実行委員会や各関係機関と連携し、宿泊や
交通の課題に取り組むなど、全体として予定ど
おりに準備が進められています。
問　市民の機運醸成を図る取組と効果は。
答　著名な方を講師に招いたサッカーやバスケ
ットボール教室の開催や、スポーツ教室などの
イベント時にＰＲチラシの配布、公式マスコッ
トであるアップリート君の着ぐるみによるＰＲ
を行うなど、大会に向けた機運醸成を図ってい
ます。イベントに参加した市民からの反応は良
好で、一定の成果はあったと考えています。

問　（仮称）惣辺奥瀬風力発電事業の建設予定
地は猛禽類等の生息地であり、バードストライ
クが懸念される。計画段階環境配慮書に対する
環境大臣の意見にも「鳥類への影響を回避又は
極力低減すること」とあるが、市の見解は。
答　市では、事業者が市内で風力発電施設を建
設するに当たり、環境保全、景観形成等の関係
法令を遵守し円滑な事業実施を図るため、十和
田市風力発電施設建設ガイドラインを策定し、
基本的な考え方や調整手順、事業説明会の説明
事項等の方向性等を示しています。（仮称）惣辺
奥瀬風力発電事業における動植物への影響につ
いては、事業者からの環境影響評価により猛禽
類等についても調査されていると聞いています
が、被害が低減されるよう、市としても意見を
伝えていきたいと考えています。
問　十和田市まちづくり基本条例第23条では、
住民の意思を問う必要があるときは住民投票を
実施するとあるが、風力発電事業に対して住民
投票を行う考えは。
答　自然・地域と再生可能エネルギーとの共生
については、現在県で検討中の新たな共生制度
の中で意見交換会や住民説明会などが新たに実
施される予定で、住民との合意形成プロセスが
制度化されるため、現時点では住民投票を行う
考えはありません。

問　就職や求職活動、家事もしていない若年無
業者に対する対策は。
答　若年無業者は様々な原因や課題を複合的に
抱えている場合が多く、悩みや困り事、生活困
窮などに関する相談と関連して関係各課で相談
を受けているほか、市ホームページで、悩みに
応じた相談窓口の情報を周知しています。
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問　旧洞内地区農村公園のプール解体後の跡地
の利活用はどのように考えているか。
答　地域での利活用の意向がなかったため、現
在、市として利用する意向があるか庁内で調査
をしている状況です。利用予定がない場合は、
民間事業者などからアイデアなどを募集するサ
ウンディング型市場調査の対象物件として、売
却や貸付けに向けた取組を進める予定です。

問　旧十和田市立新渡戸記念館譲与後の館内資
料の所有権確認作業の進捗状況は。
答　調停条項に基づき、市と双方代理人弁護士
立会いの下、令和６年２月に市側から作業方針
の申入れを行いましたが、新渡戸氏からは市が
求める資料の現物確認について言及がなく、所
有権確定には至っていません。引き続き資料の
現物確認を求めるとともに、履行されない場合
は、調停条項に定める損害賠償請求などの法的
な措置を検討するなど、必要な対応を行います。

問　（仮称）みちのく風力発電事業は白紙撤回
を求めたのに対し、（仮称）惣辺奥瀬風力発電
事業に白紙撤回を求めないのはなぜか。
答　（仮称）みちのく風力発電事業は、八甲田
周辺の大規模な森林伐採などが予定されていた
ため、周辺自治体の意向も踏まえ、反対の立場
を表明しました。（仮称）惣辺奥瀬風力発電事業
は、市営放牧場と保安林に計画されており、市
営放牧場は牛の放牧に使用しているため、ふさ
わしくないと考えます。保安林は、県ゾーニン
グ案では原則的に事業計画が認められない保全
地域となるため、自然環境や景観等への影響を
懸念する声が大きい中、実施に係る住民の合意
形成は現時点でハードルが高いと考えています。

問　災害時に女性ならではの視点を取り入れた
避難所運営をするため、女性防災リーダーの育
成や必要性の啓発を進める考えはあるか。
答　今後地域の実情を踏まえて行う講習会等の
中で、男女のニーズの違い、女性の視点を取り
入れた防災対策をテーマにするなど、女性防災
リーダーが増えるような取組を進めていきます。
問　トイレカーを整備し、災害時に市内だけで
なく近隣市町村へ貸し出す体制を整えることで、
広域的な支援が可能となり地域全体の防災力が
向上すると考えるが、市の考えは。
答　トイレカー導入は衛生的で安全なトイレ環
境の確保に有効な手段の一つと考えますが、費
用対効果に課題があることから、災害時応援協
定に基づき、トイレカーや仮設トイレのリース
を検討しています。
問　女性職員を防災担当部署に配置しては。
答　防災行政の特殊性を踏まえながら、市全体
における適材適所の人員配置を検討します。
問　ペット同伴の避難訓練を実施する考えは。
答　課題等を整理し、可能な限り来年度の訓練
で実施したいと考えています。

問　高齢者のヒアリングフレイル（聞き取る機
能の衰え）対策と今後の取組は。
答　広報やホームページを活用し、基礎知識や
聞こえづらさに気づくためのセルフチェック等
の普及啓発をするとともに、リーフレットの設
置場所を増やし、集いの場などで講話やセルフ
チェックの実施に向けて取り組みます。

問　自治体に設置した自動販売機の売上げ等を
活用し、無償で防犯カメラを設置する「みんな
で防犯プロジェクト」を活用する考えは。
答　増設時の選択肢の１つとして検討します。

旧洞内地区プール解体後の
　　　　　　　　跡地の利活用は

女性防災リーダーの必要性を
　　　　　　　　啓発してほしい

笹　渕　峰　尚
（黎明親和会）

市ＤＸ推進ビジョン等の
　　　　　　見直しに合わせ検討 被害が低減されるよう伝える市として利用するか調査中 女性防災リーダーが増える

　　　　　　　　取組を進める

竹　島　直　樹
（柊の会）


